


本講義のゴール

ここまでの講義で作成した導線が

正確に作動しているか

テキストや画像のミスはないか

を実際に⾃分で歩んでテストする



なぜ疎通テストを⾏うのか

疎通テストを⾏わないで、ローンチ時にエラーが起こると

お客さんがゴール【個別相談の予約】
まで辿り着けない

本来取れていたはずの予約を
取りこぼし売上の機会損失に...



1

流⼊アクションは
作動するか

2

テキスト・画像
リンクにミスはないか

3

予約後のメッセージ
タグの設定は正しいか

疎通テストで⾒るべきポイント



それではテストしていきましょう



エルメの設定

予約管理➡流入アクションを選択



エルメの設定

URL表示を選択



エルメの設定

流入アクションURLのQRコードマークをクリック



エルメの設定

QRコードをあなたのスマホで読み込んでいただければ
確認することが出来ます。



テキストが送信されていればOKです！
エルメの確認をしていきましょう。



エルメの設定

メッセージ➡ステップ配信を選択



エルメの設定

購読中の友達がカウントされていますので、クリックしてください



エルメの設定

名前をクリック



エルメの設定

友だち情報が確認出来たら
ステップ配信をクリック



エルメの設定

確認できればOKです



別のテキストも同様にテストしていってください



エルメの設定

メッセージ➡テンプレートを選択



エルメの設定

2通目もテストしていきましょう
▶  マークをクリック



エルメの設定

テストユーザーに自分を登録して
テスト送信をクリック



スマホで確認してください。
テキスト・画像・ボタンリンクなど
実際にカレンダー予約など出来るかも
しっかり確認していってください

確認できたら他のテキストも
確認していってください。



課題



課題

疎通テストをして
ミスがあったら修正して
再度疎通テストする


